
尾道市立西藤小学校

改善計画

7月 1月

豊
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心
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お互いの良さを認め
合い，相手や時と場
に応じた生活ができ
る児童の育成

声が掛け合えるつながり作り
　・挨拶運動
　・ありがとう箱

進んで明るい「挨
拶」ができる児童
の割合

90 84.0 93.3 Ｂ

・進んで明るい挨拶ができた児童
の割合は84％であった。特に，
指定場所での挨拶では，「はっき
りとした声」で挨拶したと回答し
た児童の割合は93％となり，決
められた場所では活気のある挨拶
ができるようになってきた。
・来校者や他学年に対して，進ん
で明るい挨拶という点では，達成
した児童が77％であり，「誰に
でも」挨拶をすることが課題であ
る。
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・挨拶の意味を考え，声を掛け合えるつな
がりを通して，差別や偏見・誹謗中傷をし
ない心を，より一層育んでほしい。
・「ありがとう箱」の設置により，異学年
との豊かな心が養われ，大変素晴らしいと
思う。特に，学年を超えた運動会や各種発
表会等，機会が少ない中ではあるが，この
ようなアイデアを出し，相手を思いやる児
童の育成に取り組んでほしい。
・引き続き「挨拶」に取り組んでほしい。

・毎月あいさつ週間の取組を実施する
ことで取組を継続させる。また，さら
にレベルアップさせていくために，
カードや賞状等で児童の頑張りを評価
し，達成感を高めていく。
・「ありがとう箱」の取組について
は，今後も他学年との関わりがもてる
ように児童会を中心にして進めてい
く。

　

継続的な取組による体力の向
上
・体力アップカードの活用
・運動あそびの紹介

健康でたくましい体
の育成

たくましく

健

や

か

な

体

の

育

成

C66.353.180
体力アップカードの合
計点が、学年の目標値
を達成する児童の割合

・体力アップカードの種目について，
教え合う時間を設けることで，動きの
ポイントについて理解を深められるよ
うにする。
・整美体育委員会の児童を中心とし
て，休憩時間や体育朝会時に，学年を
越えて体力アップカードに取り組む機
会を作る。

・コロナ禍，猛暑という大変厳しい教育環
境の中で，体力向上に向けて工夫して，よ
く取り組んでいると思う。
・運動等，制限されたことで大変だったと
思う。家庭でも保護者が大変だったようで
ある。
・コロナや熱中症等，外で遊ぶことが制限
される中，体力の低下が心配である。秋以
降，力を入れて取り組んでほしい。
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・７月時点で，体力アップカード
を用いて児童の実態把握を行った
ところ，５３％の児童が目標値を
達成していた。しかし，学年に
よって結果にばらつきがあったこ
とが課題である。その要因として
は，体力向上のための取り組みを
行う時間を十分に確保することが
できなかったことや，教師・児童
に，達成の基準を明確に示すこと
ができなかったことが挙げられ
る。

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正
でない。　ハ：わからない。

・新しい生活様式の中で学びの環境を整え
ていくのは，大変だと思うが，全児童の学
力定着に向けて，全体及び個への取組を継
続してほしい。
・休校による授業時間数が限られた中で，
色々と工夫して，目標達成に向けて努力し
た成果が見られる。児童の家庭での学習実
態が，二極化現象になっている。複数の指
導体制で目標に向かって取り組んでほし
い。
・新聞を授業や家庭学習に取り入れてみて
はどうだろうか。

・知識・技能の確実な定着について
は，学級全体での取組と個へのアプ
ローチの充実の両面から取り組む。学
級全体に対しては，学級の課題を把握
し，朝の会や授業時間を活用して小テ
ストやプリントを実施して定着を図っ
たり，テスト後に再テストを実施して
確実に解けるように働きかけたりす
る。また，個に対しては，複数の職員
が，対象の児童に関われるように体制
を組み，個別学習を推進する。
・思考力・判断力・表現力の育成につ
いては，一人一人が自分の考えを書
き，話し合い，振り返るという問題解
決のプロセスを充実させる学習に取り
組んでいく。

76.0 92.9 Ｂ

・平均点が８０点を超えた児童の
割合は，国語科８２％，算数科７
６％だった。
（平均７９％，目標値より－６
ｐ）
・学年によって目標値を超えた割
合に差がある。
国語科：漢字や文法に課題（４年
生）
算数科：活用題や思考・判断・表
現に課題
・平均６０％以下の児童が５人以
上いる学級もあり，二極化傾向が
見られる学級もある。
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基礎・基本の確実な
定着

個に応じた指導の充実
　・間違い直しの徹底
　・実態に応じた指導の工夫

単元末テスト
（国・算）の平均
点が80点を超える

児童の割合

85
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評価計画 自己評価 学校関係者評価

b 中期経営目標 c 短期経営目標 d 目標達成のための方策 e 評価指標

f
目
標
値

h
達
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令和２年度　学校評価表　

学校教育目標                               確かな学力と豊かな心をもち，たくましく生きる子供の育成　　　　　　～　かしこく・やさしく・たくましく　～

a 　ミッション 個に応じた授業スタイルの確立による学力向上の実現 a 　ビジョン 学んでよかった・通わせてよかったと思っていただける学校に

様式1


